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２
０
０
６
年
の
一
括
和
解
以
降
１
０
０
名
の
大
台
を
突
破
し
た
と
し
て
、
国
労
東

日
本
本
部
は
、
こ
の
間
の
加
入
者
、
機
関
役
員
、
お
世
話
に
な
っ
た
来
賓
の
方
々
を

招
き
、「
組
織
拡
大
１
０
０
名
達
成
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」
を
開
催
し
、
こ
れ
か
ら
の

取
り
組
み
の
決
意
を
固
め
あ
っ
た
。

　

今
号
は
、「
組
織
拡
大
１
０
０
名
達
成
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」
の
報
告
と
検
修
外
注

化
修
正
提
案
交
渉
の
内
容
を
掲
載
し
た
。

　

国
労
東
日
本
本
部
は
、
７

月
７
日
に
埼
玉
県
・
さ
い
た

ま
市
で
「
組
織
拡
大
１
０
０

名
突
破
達
成
」
の
記
念
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し

た
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、

こ
の
間
の
加
入
者
、
拡
大
の

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と

な
っ
た
２
０
０
６
年
の
一
括

和
解
当
時
の
役
員
や
労
働
者

側
委
員
と
し
て
関
わ
ら
れ
た

松
井
氏
を
始
め
、
東
日
本
弁

護
団
、
各
級
機
関
役
員
が
参

加
、
更
な
る
組
織
拡
大
を
誓

い
合
い
ま
し
た
。

　

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
佐
藤

副
委
員
長
の
司
会
で
始
ま

り
、
主
催
者
を
代
表
し
高
野

委
員
長
が
挨
拶
「
国
労
の
将

来
展
望
と
、
健
全
な
労
使
関

係
を
確
立
す
る
第
一
歩
と
し

て
判
断
、
一
括
和
解
か
ら
５

年
半
、
差
別
の
是
正
と
組
織

拡
大
に
集
中
し
、
各
地
方
・

職
場
の
皆
さ
ん
の
奮
闘
に
よ

り
１
０
６
名
の
拡
大
が
図
ら

れ
た
。
春
闘
で
の
旅
行
券
や

検
修
外
注
化
の
修
正
提
案
に

見
ら
れ
る
よ
う
な
様
々
な
動

き
の
中
で
、
今
日
を
契
機
に

９
地
本
が
団
結
し
更
に
前
進

を
！
」
と
、
引
き
続
き
組
織

拡
大
に
全
力
を
挙
げ
る
こ
と

を
訴
え
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
各
来
賓
か
ら
祝

辞
を
頂
き
、
と
り
わ
け
福
田

弁
護
士
は
「
弁
護
士
に
と
っ

て
の
国
鉄
闘
争
と
は
何
だ
っ

た
の
か
？
そ
の
思
い
を
60

人
ぐ
ら
い
の
弁
護
士
が
書
い

た
。
実
際
に
は
そ
の
倍
の
数

百
人
が
国
鉄
闘
争
に
関
わ
り

夢
を
託
し
た
。
託
さ
れ
た
皆

さ
ん
が
、
も
う
一
度
よ
み
が

え
り
大
き
く
な
る
、
今
日
が

そ
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
こ
と

を
祈
念
す
る
。」
と
、
期
待

を
込
め
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

は
武
田
組
織
部
長
の
紹
介

で
、
復
帰
・
加
入
者
の
主
役

が
全
員
登
壇
し
、
①
加
入
を

決
め
た
理
由
②
加
入
し
て
良

か
っ
た
こ
と
。
悪
か
っ
た
こ

と
。
③
国
労
に
言
い
た
い
こ

と
。
を
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
力

も
借
り
て
（
？
）
一
人
ひ
と

り
が
訴
え
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
今
年
に
入
り
６

名
の
拡
大
を
勝
ち
取
っ
た
東

京
地
本
神
奈
川
地
区
本
部
・

小
澤
組
織
部
長
よ
り
取
り
組

み
の
報
告
。
７
月
１
日
に
拡

大
を
し
た
仙
台
地
本
郡
山
駅

連
分
会
・
千
葉
委
員
長
に
記

念
目
録
の
贈
呈
を
行
い
ま
し

た
。

　

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
も
佳
境
に

入
っ
た
と
こ
ろ
で
、
武
田
組

織
部
長
が
「
１
０
０
名
突
破

達
成
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」

ア
ピ
ー
ル
を
読
み
上
げ
確
認

し
、
最
後
は
Ｊ
Ｒ
採
用
者
の

組
合
員
の
音
頭
で
「
国
鉄
労

働
組
合
歌
」
を
参
加
者
全
員

で
合
唱
し
、
彦
田
青
年
部
長

の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
更
な

る
組
織
拡
大
を
誓
い
合
い
ま

し
た
。

福田 護 弁護士

高野 委員長

団結ガンバロー
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今
回
の
修
正
提
案
は
、
国

労
が
強
く
求
め
て
き
た
安
全

な
車
両
を
提
供
す
る
観
点
か

ら
、
業
務
委
託
の
拡
大
に
一

定
の
歯
止
め
を
か
け
る
も
の

で
あ
り
、
国
労
要
求
に
沿
っ

た
修
正
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
と
は
い
え
、
大
規
模
な

出
向
発
令
を
伴
う
業
務
委
託

で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な

く
、
交
渉
で
改
善
を
求
め
て

き
た
問
題
点
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
改
善
を
求
め
て
検
証

等
の
活
動
を
強
め
な
け
れ
ば

な
り
な
い
。
ま
た
、
支
社
提

案
も
迫
っ
て
お
り
（
す
で
に

提
案
さ
れ
た
地
方
も
あ
る
）、

こ
れ
ま
で
の
交
渉
経
過
を
踏

ま
え
、
さ
ら
な
る
修
正
・
改

善
を
勝
ち
取
る
た
め
に
全
力

を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

�
修
正
提
案
の
ポ
イ
ン
ト
�

（
１
）
機
動
班
業
務
の
委
託

を
除
外
す
る
。

 

※
「
機
動
班
業
務
」
は
委

託
か
ら
除
外
さ
れ
た
が
、
平

成
13
年
６
月
１
日
付
の
「
グ

ル
ー
プ
会
社
と
一
体
と
な
っ

た
業
務
体
制
の
構
築
（
運
輸

車
両
関
係
）
に
関
す
る
協
定
」

で
、「
委
託
可
能
と
す
る
業

務
」
と
な
っ
て
い
る
、
①
交

番
検
査
業
務
②
車
輪
削
正
業

務
③
Ａ
Ｔ
Ｃ
・
Ａ
Ｔ
Ｓ
特
性

検
査
④
事
故
復
旧
に
関
す
る

業
務
⑤
そ
の
他
（
消
耗
品
取

替
え
等
）
に
つ
い
て
は
、
未

実
施
分
を
今
回
の
施
策
と
一

緒
に
実
施
す
る
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
機
動
班
で
Ａ
Ｔ
Ｃ
・

Ａ
Ｔ
Ｓ
特
性
検
査
や
消
耗

品
取
替
え
等
の
業
務
を
実
施

し
て
い
る
箇
所
は
、
機
動
班

業
務
か
ら
こ
れ
ら
の
業
務
が

切
り
分
け
さ
れ
て
委
託
さ
れ

る
。

（
２
）
駅
派
出
業
務
で
、
ホ
ー

ム
検
査
の
み
を
実
施
し
て
い

る
箇
所
は
委
託
か
ら
除
外
す

る
。

（
３
）
構
内
計
画
業
務
は
、

21
箇
所
を
除
外
し
、
残
り
の

箇
所
は
実
施
期
日
を
１
年
間

先
延
ば
し
す
る
。

　

す
で
に
、
支
社
提
案
が
さ

れ
て
い
る
地
方
も
あ
る
が
、

東
日
本
本
部
と
し
て
は
以
下

の
点
に
つ
い
て
、
支
社
交
渉

で
議
論
を
深
め
る
よ
う
要
請

す
る
。

<

本
部
・
本
社
交
渉
の
議
論

経
過
に
基
づ
き
、
確
認
す
る

こ
と>

（
１
）
業
務
委
託
箇
所
を
職

場
ご
と
に
明
確
に
さ
せ
る
こ

と
。

（
２
）
偽
装
請
負
と
な
ら
な

い
よ
う
な
連
絡

体
制
を
徹
底
さ

せ
る
こ
と
。

（
３
）
委
託
業
務

以
外
の
業
務
に

は
就
か
せ
な
い

こ
と
。

（
４
）
Ｊ
Ｒ
と
同

様
の
労
働
条
件

に
さ
せ
る
こ
と
。

（
５
）
出
向
発
令

に
あ
た
っ
て
は
、

本
人
の
希
望
を

尊
重
し
、
公
正
・

公
平
に
取
り
扱

う
こ
と
。

※
10
月
１
日
実
施
と
な
っ
て

い
る
が
、
十
分
な
体
制
を
整

え
る
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、

間
に
合
わ
な
け
れ
ば
実
施
を

先
延
ば
し
し
て
も
、
体
制
を

確
立
さ
せ
る
よ
う
求
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、

事
案
が
実
施
さ
れ
た
以
降
に

つ
い
て
も
、
検
証
と
問
題
点

の
改
善
を
め
ざ
す
取
り
組
み

に
全
力
を
あ
げ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

提
案
内
容(

２
０
０
９
／
10
／
29
）

※
平
成
13
年
６
月
１
日
付
け
の
「
グ

ル
ー
プ
会
社
と
一
体
と
な
っ
た
業
務

体
制
の
構
築
（
運
輸
車
両
関
係
）
に

関
す
る
協
定
」
か
ら

（
２
）
構
内
入
換
業
務

　

④
構
内
計
画
業
務

　
　

運
転
関
係
区
所
構
内
の
構
内
計

　
　

画
業
務
を
整
備
会
社
に
委
託
す

　
　

る
。

修
正
提
案(

２
０
１
２
／
６
／
19
）

３
．
実
施
時
期

　
　

平
成
24
年
10
月
１
日

　

（
た
だ
し
、
構
内
計
画
業
務
の
委

　

託
予
定
箇
所
に
つ
い
て
は
、
１
年

　

後
に
委
託
す
る
こ
と
と
す
る
。
）

　

※
参
考
資
料

　
　

構
内
計
画
業
務
を
委
託
し
な
い

　
　

箇
所

　
　

21
箇
所

提
案
内
容(

２
０
０
９
／
10
／
29
）

②
駅
派
出
業
務

　

首
都
圏
の
ホ
ー
ム
検
査
を
専
門
に

行
う
駅
派
出
を
除
く
。

②
駅
派
出
業
務

　

定
例
業
務
と
し
て
仕
業
検
査
業
務

や
入
れ
替
え
業
務
を
行
っ
て
い
る
駅

派
出
に
限
る
。

修
正
提
案(

２
０
１
２
／
６
／
19
）

２
．
委
託
す
る
業
務

　

（
１
）
車
両
セ
ン
タ
ー
、
総
合
車

両
セ
ン
タ
ー
等
現
行
委
託
可
能
な
業

務
と
、
在
来
線
車
両
に
関
わ
る
以
下

の
業
務
を
、
一
括
し
て
委
託
す
る

　

① 

仕
業
検
査

　

② 

機
動
班
業
務

修
正
提
案(

２
０
１
２
／
６
／
19
）

２
．
委
託
す
る
業
務

　

（
１
）
車
両
セ
ン
タ
ー
、
総
合
車

両
セ
ン
タ
ー
等
現
行
委
託
可
能
な
業

務
と
、
在
来
線
車
両
に
関
わ
る
以
下

の
業
務
を
、
一
括
し
て
委
託
す
る

　

① 

仕
業
検
査

　

削
除

提
案
内
容(

２
０
０
９
／
10
／
29
）

　

６
月
19
日
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
は
「
グ
ル
ー
プ
会
社
と
一
体
と
な
っ
た
業
務
体
制

の
さ
ら
な
る
推
進
に
つ
い
て
」
の
修
正
提
案
を
国
労
東
日
本
本
部
に
示
し
た
。

　

内
容
は
、
国
労
が
強
く
求
め
て
き
た
業
務
委
託
の
根
幹
と
な
る
委
託
箇
所
の
「
機

動
班
」
に
つ
い
て
、
委
託
を
見
直
し
、
引
き
続
き
直
轄
で
行
う
こ
と
、
さ
ら
に
「
構

内
計
画
業
務
」
の
一
部
を
委
託
し
な
い
と
い
う
も
の
。
以
下
、
報
告
と
す
る
。


